
(57)【要約】

【課題】主チップ（１２）及びチップと無接触式携帯物

体に伴うリーダとの間の交信用主アンテナ（１４）を含

む無接触式携帯物体（１０）を提供する。

【解決手段】無接触式携帯物体に、主チップのそれと異

なる機能を有し、それに電気抵抗的接触では接続されて

おらず作動に少量の電力しか要しない少なくとも１つの

無接触周辺装置（１６）をさらに設ける。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
主 チ ッ プ と 、 前 記 チ ッ プ と 無 接 触 式 携 帯 物 体 に 関 連 す る リ ー ダ と の 間 の 交 信 を 可 能 に す る
主 ア ン テ ナ と を 具 え た 無 接 触 式 携 帯 物 体 で あ っ て 、
主 チ ッ プ と は 異 な る 機 能 を 有 し 、 後 者 と 電 気 抵 抗 的 接 触 に よ り 接 続 さ れ て お ら ず 、 作 動 の
た め 少 量 の エ ネ ル ギ の み を 要 す る 、 無 接 触 周 辺 装 置 の 少 な く と も １ つ を も ま た 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 周 辺 装 置 が 、 エ ネ ル ギ と デ ー タ と を 受 信 す る た め の 手 段 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 無
接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 エ ネ ル ギ と デ ー タ と を 受 信 す る た め の 手 段 が 、 フ ラ ッ ト コ イ ル で あ る 、 請 求 項 ２ に 記
載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 主 ア ン テ ナ が エ ネ ル ギ と デ ー タ と を 前 記 携 帯 物 体 の リ ー ダ か ら 電 磁 結 合 を 通 じ て 受 信
す る と き 、 前 記 主 ア ン テ ナ が １ 次 側 を 形 成 す る 変 圧 器 の ２ 次 側 の 役 割 を 前 記 フ ラ ッ ト コ イ
ル が 果 た す 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 主 ア ン テ ナ が 送 信 す る エ ネ ル ギ と 前 記 デ ー タ と を 、 前 記 携 帯 物 体 の リ ー ダ が 発 生 す る
、 請 求 項 ４ に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 主 ア ン テ ナ が 送 信 す る 前 記 デ ー タ を 、 前 記 携 帯 物 体 の 主 チ ッ プ が 発 生 す る 、 請 求 項 ４
に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 周 辺 装 置 が 、 前 記 装 置 を リ ー ダ に 結 合 す る こ と の 出 来 る 同 調 コ ン デ ン サ を 含 む 、 先 行
請 求 項 の う ち 何 れ か １ つ に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ８ 】
装 置 の 結 合 が 、 前 記 装 置 の 同 調 コ ン デ ン サ と 主 チ ッ プ の そ れ と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ
て 得 ら れ る 、 先 行 請 求 項 に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 無 接 触 周 辺 装 置 が 表 示 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 先 行 請 求 項 の う ち 何 れ か １ つ に
記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 無 接 触 周 辺 装 置 が ２ 次 チ ッ プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 先 行 請 求 項 の う ち 何 れ か １ つ
に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 無 接 触 周 辺 装 置 が キ イ ボ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 先 行 請 求 項 の う ち 何 れ か １ つ
に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 周 辺 装 置 が 、 逆 変 調 を 用 い 、 前 記 携 帯 物 体 の 主 ア ン テ ナ に 結 合 さ れ た フ ラ ッ ト コ イ ル
を 通 じ て 、 前 記 携 帯 物 体 リ ー ダ に 対 し 応 答 を 送 る こ と の 出 来 る 、 先 行 請 求 項 の う ち 何 れ か
１ つ に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 周 辺 装 置 が 、 前 記 フ ラ ッ ト コ イ ル を 前 記 携 帯 物 体 の 主 ア ン テ ナ と 同 一 平 面 に し て 、 前
記 携 帯 物 体 に 組 み 込 ま れ た 、 先 行 請 求 項 の う ち 何 れ か １ つ に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 周 辺 装 置 が 、 前 記 携 帯 物 体 か ら 取 り 外 す こ と の 出 来 る 、 先 行 請 求 項 の う ち 何 れ か １ つ
に 記 載 の 無 接 触 式 携 帯 物 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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【 発 明 の 分 野 】
本 発 明 は 、 携 帯 物 体 に 関 わ り 、 詳 細 に は 主 チ ッ プ と 電 気 抵 抗 的 接 触 を し な い 少 な く と も １
つ の 周 辺 装 置 を 備 え た 無 接 触 式 携 帯 物 体 に 関 わ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 】
無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド な ど の 携 帯 物 体 は 、 現 在 多 数 の 用 途 に 広 範 に 用 い ら れ て い る 。 こ れ
は 普 通 、 リ ー ダ と 組 み 合 わ さ れ 、 そ の リ ー ダ か ら 遠 隔 的 に 即 ち 磁 場 の 形 で エ ネ ル ギ を 受 け
取 り 、 且 つ そ の リ ー ダ と 交 信 す る Ｉ Ｓ Ｏ フ ォ ー マ ッ ト カ ー ド に 限 ら れ る 。 公 衆 運 輸 の 分 野
に お い て は 、 こ の よ う な 手 段 が ま た Ｉ Ｓ Ｏ カ ー ド 即 ち 切 符 な ど の 小 型 フ ォ ー マ ッ ト の 形 で
実 現 さ れ て い る 。 使 用 者 は 、 加 入 者 カ ー ド を リ ー ダ の 前 に か ざ し て 公 衆 輸 送 手 段 に 乗 車 す
る 。 カ ー ド と リ ー ダ と の 間 に 設 定 さ れ る 交 信 に よ り 、 使 用 者 及 び 使 用 者 勘 定 か ら 引 き 落 と
す べ き 運 賃 を 認 識 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら 手 段 は ま た 、 支 払 い 手 段 と し て も 発 達 し た 。 こ れ は 、 例 え ば 、 電 子 財 布 の 場 合 な ど
で あ る 。 電 子 財 布 は 、 店 頭 で の 少 額 買 い 物 の 支 払 い の た め 使 用 す る こ と が 出 来 る 。 こ れ は
、 ス マ ー ト カ ー ド を 含 む 。 こ の カ ー ド に は 、 専 門 流 通 業 者 に お 金 を 払 っ て 貸 方 金 額 を 記 入
し て 貰 う 。 そ れ に よ り 使 用 者 は 、 カ ー ド を リ ー ダ の 前 に か ざ し て 購 買 代 金 を 支 払 う た め 使
用 す る 。 カ ー ド と リ ー ダ と の 間 に 設 定 さ れ た 交 信 に よ り 、 購 買 代 金 相 当 額 が カ ー ド か ら 引
き 落 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
多 数 の 会 社 も ま た 、 自 社 職 員 用 に 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド を 使 用 す る 識 別 手 段 を 開 発 し た 。
カ ー ド を リ ー ダ の 前 で 通 す こ と に よ り 、 カ ー ド 保 持 者 を 識 別 し 、 そ の 者 の 管 理 区 域 内 へ の
入 場 を 許 容 又 は 拒 絶 す る こ と が 出 来 る 。 同 一 カ ー ド を 、 被 雇 用 者 が 「 出 退 勤 」 に 使 う こ と
も 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ス マ ー ト カ ー ド 技 術 の 使 用 が 増 え る に つ れ 、 新 た な ニ ー ズ が 生 じ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ れ ら ニ ー ズ の 第 １ の も の は 、 無 接 触 式 携 帯 物 体 上 で 情 報 を 直 接 読 み 取 る こ と が 出 来 る よ
う に す る こ と で あ る 。 使 用 者 は 、 カ ー ド を リ ー ダ の 電 磁 場 に か ざ し て 、 リ ー ダ の 表 示 ス ク
リ ー ン 上 で 直 接 情 報 を 読 み 取 る の で な く 、 ス マ ー ト カ ー ド に 含 ま れ た 情 報 を 調 べ る こ と が
出 来 た ら 良 い と 考 え る 。 こ の 問 題 に 出 会 う の は 、 例 え ば 、 電 子 財 布 を 使 用 す る と き な ど で
あ る 。 使 用 者 が 残 額 を 調 べ る こ と が 出 来 る の は 、 カ ー ド に お 金 を 入 れ る と き 又 は 取 引 を 行
う と き 、 つ ま り リ ー ダ が 放 射 す る 磁 場 内 に カ ー ド を 置 い て カ ー ド に 電 力 が 供 給 さ れ る と き
だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ ら 欠 点 を 除 く た め の 手 段 は 、 市 場 で 入 手 す る こ と が 出 来 る 。 こ の 手 段 は 、 電 子 財 布 用
に 設 計 さ れ た ケ ー ス で 、 表 示 ス ク リ ー ン を 備 え て お り 使 用 者 は 常 に 残 額 を 調 べ る こ と が 出
来 る よ う に な っ て い る 。 カ ー ド を ケ ー ス に 入 れ る と 、 カ ー ド の チ ッ プ と ケ ー ス の チ ッ プ と
が 接 触 す る 。 こ の 接 触 に よ り 設 定 さ れ た 交 信 の 結 果 、 残 額 が ケ ー ス の 表 示 ス ク リ ー ン 上 に
表 示 さ れ る 。 し か し 、 こ の 技 術 に は 幾 つ か の 欠 点 が あ る 。 こ れ ら 不 便 の 第 １ は 、 ケ ー ス 及
び ケ ー ス と カ ー ド と の 間 の 交 信 を 働 か せ る に は 、 ケ ー ス に 内 部 電 源 が 必 要 で あ る こ と で あ
る 。 こ の 電 源 は 一 般 的 に 電 池 で あ る 。 こ の 電 池 は 、 劣 化 し た と き 定 期 的 に 交 換 し な け れ ば
な ら な い 。 第 ２ の 欠 点 は 、 ケ ー ス に 収 容 出 来 る カ ー ド は 、 そ れ と 一 緒 に 働 く よ う 特 別 に 構
成 さ れ た カ ー ド だ け で あ る と の 事 実 に 存 在 す る 。 し た が っ て 、 幾 つ か の カ ー ド は こ れ と 共
に 使 用 す る こ と が 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ２ の ニ ー ズ は 、 同 一 カ ー ド を 幾 つ か の 用 途 に 用 い る こ と が 出 来 る よ う に す る こ と で あ る
。 １ 枚 だ け で 各 種 の リ ー ダ と 交 信 出 来 る カ ー ド を 思 い 浮 か べ る こ と が 出 来 る 。 そ う で あ れ
ば 、 カ ー ド は 各 種 の シ ス テ ム を 用 い て 働 く 設 計 と な る 。 実 際 、 自 動 支 払 機 で 働 く ク レ ジ ッ
ト カ ー ド を 、 電 子 財 布 と し て 使 用 す る こ と も あ る 。 同 じ 観 点 で 無 接 触 乗 車 カ ー ド を 少 額 の
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購 買 に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ う し て 同 じ カ ー ド が 、 幾 つ か の 異 な る 用 途 で 日 常 的 に 使
用 す る こ と の 出 来 る ア ク セ サ リ に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ３ の ニ ー ズ は 、 小 型 キ イ ボ ー ド を 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド に 組 み 込 ん で 、 カ ー ド と タ ー ミ
ナ ル と の 間 の 処 理 中 に デ ー タ を 入 力 す る こ と が 出 来 る よ う に す る こ と で あ ろ う 。 こ の よ う
な キ イ ボ ー ド は 、 ス マ ー ト カ ー ド 本 体 上 に 置 か れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
市 場 で 現 在 入 手 出 来 る カ ー ド は 、 主 チ ッ プ を １ つ だ け 備 え て い て 、 そ れ ら が シ ス テ ム の １
つ の 型 だ け と 交 信 す る こ と が 出 来 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 こ れ ら の 副 次 的 機 能 は 、 交 信 相 手 の リ ー ダ が 放 射 す る 磁 場 内 に カ ー ド が あ る と き
働 か せ る た め 、 エ ネ ル ギ 源 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
最 後 に 、 周 辺 装 置 を 使 用 し て こ れ ら の 機 能 を 実 現 す る こ と は 、 主 チ ッ プ の 作 動 、 特 に チ ッ
プ と そ の 関 連 リ ー ダ と の 間 の 交 信 中 に 、 妨 害 を 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 開 示 】
本 発 明 の 目 的 は 、 １ つ 以 上 の 独 立 周 辺 装 置 の お 陰 で 、 幾 つ か の 異 な る シ ス テ ム と 交 信 す る
こ と の 出 来 る 幾 つ か の 独 立 機 能 を 有 す る 携 帯 物 体 を 供 給 す る こ と に よ り こ れ ら 欠 点 を 緩 和
す る こ と に あ る 。 こ れ ら の 周 辺 装 置 は 、 作 動 用 に エ ネ ル ギ を ほ ん の 少 量 必 要 と す る の み で
、 主 チ ッ プ の 作 動 に は ほ ん の 少 し の 影 響 を 及 ぼ す だ け で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 、 主 チ ッ プ 及 び 、 チ ッ プ と 携 帯 式 無 接 触 物 体 に 関 連 す る リ ー ダ と の 間 の 交 信 を 可
能 に す る 主 ア ン テ ナ を 備 え た 無 接 触 式 携 帯 物 体 に 関 わ る 。 こ の 携 帯 式 無 接 触 物 体 は ま た 、
主 チ ッ プ の そ れ と は 異 な る 機 能 を 有 し 、 主 チ ッ プ に 電 気 抵 抗 的 接 触 に よ り 接 続 さ れ て お ら
ず 、 作 動 に 少 量 の エ ネ ル ギ の み を 要 す る 無 接 触 周 辺 装 置 少 な く と も １ つ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
特 殊 実 施 例 に し た が う と 、 本 発 明 は 、 主 チ ッ プ と 無 関 係 で 主 チ ッ プ と は 異 な る リ ー ダ と 交
信 す る ２ 次 チ ッ プ を 備 え た 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
本 発 明 の 目 的 、 対 象 及 び 特 徴 は 、 添 付 図 面 と の 関 連 で 取 り 上 げ た と き 以 下 の 記 述 か ら 明 ら
か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 Ｉ Ｓ Ｏ フ ォ ー マ ッ ト 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド を 示 す 。 カ ー ド １ ０ は 、 チ ッ プ １ ２ を
含 む 。 こ の チ ッ プ は 主 ア ン テ ナ １ ４ を 通 じ て リ ー ダ と 対 話 す る 。 カ ー ド を リ ー ダ の 発 生 す
る 電 磁 場 内 に 置 い た と き 、 チ ッ プ １ ２ と リ ー ダ と の 間 に 電 磁 結 合 が 起 こ る 。 次 い で 、 そ れ
ぞ れ の ア ン テ ナ を 用 い て デ ー タ 及 び エ ネ ル ギ が チ ッ プ と リ ー ダ と の 間 で 転 送 さ れ る 。 主 ア
ン テ ナ １ ４ は 、 周 囲 が 次 第 に 増 加 す る 螺 線 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の ア ン テ ナ の 両 端 は チ ッ プ
１ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 ス マ ー ト カ ー ド １ ０ は ま た 、 ２ つ の 周 辺 装 置 １ ６ 及 び １ ８ を 含 む
。 こ れ ら の 周 辺 装 置 は 同 じ 型 で も 違 う 型 で も よ い 。 こ れ ら は 電 気 的 に 主 チ ッ プ に 接 続 さ れ
て お り 互 い に 無 関 係 で あ る 。 別 の 実 施 例 に し た が う と 、 カ ー ド は 、 必 要 に 応 じ 単 一 又 は ２
つ 以 上 の 周 辺 装 置 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 異 な る 性 質 の ２ つ の 周 辺 装 置 を 備 え た Ｉ Ｓ Ｏ フ ォ ー マ ッ ト ス マ ー ト カ ー ド を 示 す
。 ス マ ー ト カ ー ド ２ ０ は 、 主 ア ン テ ナ ２ ４ に 接 続 さ れ た 主 チ ッ プ ２ ２ を 含 む 。 こ の カ ー ド
は ま た 、 フ ラ ッ ト コ イ ル ２ ８ に 接 続 さ れ た ２ 次 チ ッ プ ２ ６ を も 含 む 。 こ れ は ま た 、 周 辺 表
示 装 置 を も 備 え て お り 、 チ ッ プ （ 見 え な い ） と 、 ス ク リ ー ン ３ ０ と 、 リ ー ダ 又 は 主 チ ッ プ
の 送 る デ ー タ 及 び エ ネ ル ギ を 周 辺 表 示 装 置 が 受 け 取 る こ と が 出 来 る よ う に す る フ ラ ッ ト コ
イ ル ３ ２ と 、 を 含 む 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
フ ラ ッ ト コ イ ル の サ イ ズ は 、 そ れ が 接 続 さ れ る 周 辺 装 置 の 特 性 に よ り 変 動 す る 。 こ う し て
フ ラ ッ ト コ イ ル ２ ８ は 、 サ イ ズ が フ ラ ッ ト コ イ ル ３ ２ よ り 小 さ い こ と が 分 か る 。 さ ら に 、
こ の サ イ ズ は ま た 、 周 辺 装 置 と と も に 働 く カ ー ド の 特 性 に も 左 右 さ れ る 。 周 辺 装 置 に 関 わ
り な く 、 主 チ ッ プ ２ ２ と も そ の ア ン テ ナ ２ ４ と も 何 れ と の 間 に も 、 直 接 の 電 気 配 線 接 続 は
な い こ と を 、 認 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 、 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド ３ ４ の 電 気 回 路 図 を あ ら わ す 。 カ ー ド の 電 気 回 路 に は 、 主
ア ン テ ナ ３ ６ 又 は 結 合 ア ン テ ナ と 、 少 な く と も １ つ の コ ン デ ン サ ３ ８ と 、 抵 抗 器 ４ ０ 少 な
く と も １ つ と 電 子 ス イ ッ チ ４ ２ と を 含 む 幾 つ か の 抵 抗 器 と 、 が 含 ま れ る 。 コ ン デ ン サ ４ ０
の 役 割 は 、 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド が リ ー ダ の 発 生 す る 磁 場 内 に お か れ た と き 、 リ ー ダ と 共
振 す る こ と が 出 来 る よ う に す る た め の 同 調 コ ン デ ン サ を 供 給 す る こ と に あ る 。 共 振 の お こ
る 周 波 数 、 即 ち ス マ ー ト カ ー ド の 回 路 と リ ー ダ が 同 調 す る 周 波 数 は 、 現 行 の 標 準 に 従 う と
１ ３ ． ５ ６ メ ガ ヘ ル ツ （ Ｍ Ｈ ｚ ） に 等 し い 。 抵 抗 器 ４ ０ は 、 ス マ ー ト カ ー ド と リ ー ダ と の
間 に 逆 変 調 副 搬 送 波 周 波 数 を 発 生 す る た め 、 チ ッ プ 内 の 電 子 ス イ ッ チ ４ ２ を 用 い て 切 り 換
え ら れ る 。 現 行 標 準 に 対 応 す る 特 定 例 に し た が う と 、 逆 変 調 副 搬 送 波 周 波 数 は ８ ４ ７ キ ロ
ヘ ル ツ （ ｋ Ｈ ｚ ） で あ る 。 こ の 逆 変 調 副 搬 送 波 周 波 数 に よ り 、 ス マ ー ト カ ー ド は リ ー ダ に
情 報 を 送 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 周 辺 装 置 ４ ４ の 電 気 回 路 図 を 示 す 。 周 辺 装 置 は フ ラ ッ ト コ イ ル ４ ６ 、 抵 抗 器 ４ ８
と 電 子 ス イ ッ チ ５ ０ と を 含 む 負 荷 を 模 す る 幾 つ か の 抵 抗 器 を 備 え て い る 。 周 辺 装 置 ４ ４ の
回 路 に は 同 調 コ ン デ ン サ が な い 。 し た が っ て 、 必 要 な エ ネ ル ギ 量 を リ ー ダ か ら 送 信 さ れ る
エ ネ ル ギ か ら 得 る 独 立 装 置 と し て は 、 作 動 す る こ と が 出 来 な い 。 こ れ は 無 接 触 ス マ ー ト カ
ー ド と そ の リ ー ダ と の 間 の 同 調 に 伴 う 過 電 圧 を 、 主 ア ン テ ナ 回 路 と の 結 合 を 通 じ て 、 利 用
し な け れ ば な ら な い 。 そ の と き の 原 理 は 、 同 調 し た 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド の 主 回 路 を 、 変
圧 器 １ 次 側 と し て 利 用 す る こ と で あ る 。 こ の と き 周 辺 装 置 の フ ラ ッ ト コ イ ル ４ ６ は 、 こ の
変 圧 器 の ２ 次 側 を 形 作 り 電 磁 結 合 を 通 じ て エ ネ ル ギ 及 び デ ー タ を 受 信 す る 。 抵 抗 器 ４ ８ は
、 ５ ０ に よ り 切 り 換 え ら れ て 、 逆 変 調 副 搬 送 波 周 波 数 を 発 生 す る た め 、 回 路 の イ ン ピ ー ダ
ン ス を 変 更 す る こ と が 出 来 る 。 実 際 に は 、 特 定 作 動 モ ー ド に し た が っ て 、 逆 変 調 に よ り リ
ー ダ に 応 答 を 送 信 す る た め 、 周 辺 装 置 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 変 更 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
す べ て の 変 圧 器 と 同 様 に 、 周 辺 装 置 の 電 子 回 路 に 存 在 す る イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 無 接 触 カ ー
ド の 主 ア ン テ ナ 上 の チ ッ プ か ら 与 え ら れ る イ ン ピ ー ダ ン ス に 対 し 、 主 ア ン テ ナ と フ ラ ッ ト
コ イ ル と の 間 の 結 合 相 互 サ ー ジ イ ン ピ ー ダ ン ス ｍ 及 び 、 ｎ １ を 無 接 触 カ ー ド の ア ン テ ナ の
巻 数 と し 、 ｎ ２ を 周 辺 表 示 装 置 の ア ン テ ナ の 巻 数 と す る と き ｎ １ ／ ｎ ２ を 基 に し て 、 比 較
す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
周 辺 装 置 が 、 整 流 器 の 上 流 側 で 強 い イ ン ピ ー ダ ン ス と 極 め て 弱 い 寄 生 容 量 を 有 す る な ら 、
無 接 触 カ ー ド が リ ー ダ の 磁 場 内 に あ る と き 、 リ ー ダ の 作 動 を 著 し く 劣 化 さ せ る こ と な く 、
周 辺 装 置 に エ ネ ル ギ が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
周 辺 装 置 の 作 動 モ ー ド に し た が う と 、 周 辺 装 置 は 、 無 接 触 カ ー ド の チ ッ プ が カ ー ド の 主 ア
ン テ ナ か ら 放 射 さ れ る 特 定 命 令 の 形 で 発 生 す る デ ー タ を 探 索 す る 。 こ の 命 令 は 、 無 接 触 カ
ー ド と リ ー ダ と の 間 の 処 理 が 達 成 さ れ た と き に １ 度 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 周 辺 装 置 の 別 の 作 動 モ ー ド に し た が う と 、 周 辺 装 置 は 、 リ ー ダ が エ ネ ル ギ と 同 時 に 放
射 し て 無 接 触 カ ー ド に 振 幅 変 調 で 送 信 し 、 次 い で カ ー ド の 主 ア ン テ ナ が 放 射 す る デ ー タ を
探 索 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
特 定 実 施 例 に し た が う と 、 周 辺 装 置 の 回 路 は 、 全 体 同 調 に 役 立 つ コ ン デ ン サ を 備 え て い る
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。 こ の コ ン デ ン サ は 、 主 チ ッ プ の 同 調 コ ン デ ン サ と 共 に 累 積 し て 全 体 結 合 容 量 を 作 り 、 主
チ ッ プ 、 周 辺 装 置 及 び リ ー ダ が 、 リ ー ダ の 作 動 周 波 数 に 同 調 す る こ と が 出 来 る よ う に す る
。 無 接 触 カ ー ド 上 に 幾 つ か の 周 辺 装 置 が 置 か れ て い る と き は 、 周 辺 装 置 及 び 主 チ ッ プ の 容
量 が 累 積 さ れ て 、 全 体 同 調 容 量 を 与 え る 。 周 辺 装 置 の 同 調 コ ン デ ン サ は 、 一 般 的 に 主 チ ッ
プ の そ れ よ り 弱 く 、 全 体 容 量 の ７ ５ ％ が 主 チ ッ プ の コ ン デ ン サ に 、 ２ ５ ％ が 周 辺 装 置 の コ
ン デ ン サ に 配 分 さ れ る な ど で あ る 。 全 体 同 調 容 量 は ま た 、 結 合 相 互 イ ン ピ ー ダ ン ス に も 左
右 さ れ 、 主 ア ン テ ナ 及 び 周 辺 装 置 の ア ン テ ナ の 巻 数 に も 関 連 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
周 辺 装 置 は 、 主 チ ッ プ と 同 じ リ ー ダ を 用 い 、 主 チ ッ プ と 同 様 の 周 波 数 で 作 動 さ せ る こ と が
出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
周 辺 装 置 は 、 主 チ ッ プ と 同 一 の リ ー ダ 特 有 周 波 数 を 用 い て 作 動 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ の 全 体 結 合 周 波 数 を 得 る に は 、 カ ー ド 上 に 存 在 す る 各 種 回 路 の 自 然 共 振 周
波 数 は 、 必 然 的 に 作 動 周 波 数 よ り 高 く な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
別 の 実 施 例 に し た が う と 、 周 辺 装 置 を 特 定 リ ー ダ に 直 接 結 合 す る こ と の 出 来 る 同 調 コ ン デ
ン サ が 周 辺 装 置 に 存 在 す る 。 こ の 場 合 、 結 合 周 波 数 は 、 主 チ ッ プ の そ れ と 異 な り 且 つ そ れ
よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
周 辺 装 置 は 、 異 な る 型 の も の と し て も よ い 。 最 初 の 実 施 例 に し た が う と 、 こ の 装 置 は 、 そ
れ 自 体 の 命 令 を 有 す る ２ 次 チ ッ プ で あ る 。 こ の チ ッ プ は 、 主 チ ッ プ と 同 じ リ ー ダ ま た は 特
定 の リ ー ダ と 対 話 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 ２ の 実 施 例 に し た が う と 、 周 辺 装 置 は 、 図 ２ に 示 す よ う な 表 示 装 置 と す る こ と が 出 来 る
。 こ の 装 置 は 、 主 チ ッ プ と リ ー ダ と の 間 の 対 話 か ら 生 じ る 情 報 を 表 示 す る 。 こ の 表 示 装 置
は 、 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド が 電 子 財 布 で あ る と き 、 カ ー ド 上 の 残 額 を 示 す 。 こ れ は ま た 、
カ ー ド 操 作 に 関 す る 情 報 を 表 示 す る こ と が 出 来 る 。 特 定 実 施 例 に し た が う と 、 表 示 は ２ つ
の 処 理 の 間 で 永 続 像 を 保 持 し 、 使 用 者 は 常 に 情 報 を 見 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 ３ の 実 施 例 に し た が う と 、 周 辺 装 置 は キ イ ボ ー ド で あ る 。 こ の 機 能 は 、 無 接 触 ス マ ー ト
カ ー ド を 電 子 財 布 と し て 利 用 す る と き 、 特 に 興 味 が あ る 。 こ の よ う な 装 置 は 、 使 用 者 が 電
子 財 布 に 対 し て 流 通 業 者 か ら 移 し た い 金 額 を 入 力 す る た め 使 用 す る こ と が 出 来 る 。 こ の よ
う な キ イ ボ ー ド は ま た 、 ア ク セ ス コ ー ド の 入 力 に も 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 周 辺 装 置 の 作
動 に は 、 無 接 触 物 体 が 入 力 作 業 中 リ ー ダ の 磁 場 内 に 止 ま る こ と の み が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
電 気 抵 抗 的 接 触 な し に 作 動 す る 周 辺 装 置 は 、 無 接 触 式 携 帯 物 体 の 製 造 中 に そ の 中 に 組 み 込
む こ と が 出 来 る 。 こ う す る と 、 周 辺 装 置 の フ ラ ッ ト コ イ ル は 主 ア ン テ ナ と 同 一 平 面 内 に 入
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
別 の 実 施 例 に し た が う と 、 周 辺 装 置 は 、 携 帯 物 体 が 製 造 さ れ た 後 、 取 付 け さ れ る 。 こ の 場
合 は 、 周 辺 装 置 を 携 帯 物 体 か ら 取 り 外 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
周 辺 装 置 を 取 り 外 す こ と の 出 来 る 場 合 は 、 そ れ ら に よ る デ ー タ と エ ネ ル ギ の 受 信 は 、 携 帯
物 体 の 近 傍 で 且 つ リ ー ダ の 放 射 す る 磁 場 内 に あ る と き に の み 起 こ る 。 さ ら に 、 逆 変 調 を 通
じ て 応 答 を 送 る に は 、 周 辺 装 置 を 無 接 触 式 携 帯 物 体 の 近 傍 に 置 か な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
要 約 す る と 、 構 成 周 辺 装 置 の 各 々 は 互 い に 無 関 係 で 、 且 つ 無 接 触 式 携 帯 物 体 の 主 チ ッ プ に
接 続 さ れ て い な い の で 、 主 チ ッ プ の 作 動 に も 携 帯 物 体 の 他 の 周 辺 装 置 の 作 動 に も 影 響 を 与
え ず 、 主 チ ッ プ 及 び 他 の 周 辺 装 置 と そ れ ら の リ ー ダ と の 間 で 起 こ る 処 理 に も 影 響 を 与 え な
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い 。 こ の よ う に し て 、 周 辺 装 置 が 無 接 触 式 携 帯 物 体 か ら 物 理 的 に 分 離 さ れ て い る 場 合 は 、
そ の 不 具 合 は 、 主 チ ッ プ で あ ろ う と 他 の 周 辺 装 置 で あ ろ う と 、 無 接 触 式 携 帯 物 体 の 他 の 要
素 の 機 能 性 に 何 の 影 響 を も 与 え な い 。 使 用 者 は こ う し て 、 主 チ ッ プ 及 び カ ー ド 上 に 置 か れ
た 他 の 周 辺 装 置 の 機 能 を 常 に 使 用 す る こ と が 出 来 る 。 不 具 合 装 置 に 関 す る 限 り 、 そ れ が 無
接 触 式 携 帯 物 体 に 付 加 さ れ て い れ ば 、 新 規 周 辺 装 置 と 交 換 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 複 数 の 周 辺 装 置 を 備 え た 無 接 触 式 携 帯 物 体 を 示 す 。
【 図 ２ 】 ２ 次 チ ッ プ 及 び 表 示 装 置 を 備 え た 無 接 触 式 携 帯 物 体 を 示 す 。
【 図 ３ 】 無 接 触 ス マ ー ト カ ー ド の 電 気 的 構 成 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 周 辺 装 置 の 回 路 図 を 示 す 。 10
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